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商号の変更及び定款の一部変更に関するお知らせ 

 

 

 

当社は、本日開催の取締役会において、以下のとおり、商号の変更及び定款の一部変更

について平成29年６月29日開催の第14回定時株主総会に付議することを決議いたしました

ので、お知らせいたします。 

記 

 

１．商号の変更について 

（１）変更の理由 

当社は、現在のがん治療革新を牽引し大きな開発の拡がりを想起させる「がん免

疫療法」における事業機会を捉えるべく、既に、創業当初から取り組んできたペ

プチドワクチンのみならず、細胞医薬や抗体医薬といった形態にまで開発領域

を拡げております。現社名「グリーンペプタイド」が含む「ペプタイド（ペプチ

ド）」は、当社の実態と将来の拡がりの可能性を反映しないものとなりました。

がん免疫療法の可能性がまだ証明されていなかった 14 年前の創業時から様変わ

りし、大きく機会が拡がった環境下、新しい企業成長のステージに入る意を込め

て、この度商号変更を行うものです。 

 

（２）新商号（英文表記） 

ブライトパス・バイオ株式会社（英文：BrightPath Biotherapeutics Co., Ltd.） 

 

（３）変更予定日 

平成 29 年７月１日 

 

２．定款の一部変更 

（１）定款変更の理由 

上記１．記載の商号変更に伴い、現行定款第１条（商号）を変更するものです。 

 

（２）定款変更の内容 

定款変更の内容は以下のとおりです。  
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（下線を付した部分は変更箇所を示します。） 

現行定款 変更案 

第１章 総 則 

(商号) 

第１条  当会社は、株式会社グリー

ンペプタイドと称し、英語では、 

ＧｒｅｅｎＰｅｐｔｉｄｅ Ｃｏ．,

Ｌｔｄ．と表示する。 

第１章 総 則 

（商号） 

第１条  当会社は、ブライトパス・バ

イオ株式会社と称し、英語では、 

BrightPath Biotherapeutics Co., 

Ltd.と表示する。 

 

 

（３）日程 

定款変更のための定時株主総会開催予定日 ：平成 29 年６月 29 日（木） 

定款変更の効力発生日 ：平成 29 年６月 29 日（木） 

 

 

以上 

  



社名変更のご案内

へ新しく生まれ変わります。

から

このたび当社は、社名を「株式会社グリーンペプタイド」から「ブライトパス・バイオ株式会社」へと変更するための議案を、
本年6月29日の定時株主総会に上程することとなりました。

当社は、がん免疫療法の一つの形態である「がんペプチドワクチン」の創生をミッションとして2003年に創業し、これまで
事業を展開してきました。この14年で、がん免疫療法をとりまく環境は一変し、各国で承認が進んでいる免疫チェックポイ
ント阻害抗体が示したがん免疫療法の有効性は、がん治療の革新を確かなものにしています。この機会を背景として、当社
も既に、細胞医薬や抗体医薬といった形態まで、がん免疫療法の開発領域を拡げています。その意味で、これまで皆様か
らご愛顧頂いて来た現社名グリーンペプタイドが含むペプタイド（ペプチド）は、開発領域の枠を想定させ、当社にとっては、
言わば「殻」が小さくなって来ました。今、この殻を脱いで、新しいステージに入りたいと思います。

新しい社名の「ブライトパス（BrightPath）」は、「ブライト（Bright）」＝輝く、と「パス（Path）」=道筋を合わせたもので、そこ
には3つの思いを込めました。

まずは、創業から変わらぬ、がんの克服に取り組む患者さんとそのご家族、医師、医療従事者を始めとするすべての人
達にとっての「希望の光」となるようながん治療薬を創製したいという思いです。

大きなポテンシャルを示したがん免疫療法も、発展の途上にあります。世界的なテーマである「Personalized & 
Precision Medicine」=（患者一人ひとりにあった、治療効果予測精度の高い、治療）へ将来行き着くためには、人の体内で
起こる複雑ながん免疫の仕組みについて解明しなければならないことがまだ多く残っていることが、この14年の間に起こっ
たがん免疫療法の隆盛とともに、ますますわかってきました。

2つめは、その未解明の領域を、当社の「サイエンスの光」で照らすことによって、がん治療革新の一翼を担いたいという
思いです。

そして3つめは、古い殻を脱ぎ捨て新しいステージへと向かう第2創業期にあって、前人未踏の領域に挑む世界中の研究
者・医師にとって、がん免疫療法が進むべき方向性（Path）を鮮やか（Bright）に指し示すリーダーに、我々がなるという決
意です。

今後も、これまでと変わらぬご愛顧をお願い申し上げます。

2017年5月吉日

代表取締役社長　永井 健一 



ブライトパス・バイオ株式会社
 （英文：BrightPath Biotherapeutics Co., Ltd.）

Bright（輝かしい）Path（道筋）。

経営理念を表す社名として、がんの克服を願うすべての人にとって「希望の光」となる
がん治療薬の創製を目指すために、がん免疫療法を「サイエンスの光」で照らし、自ら
が前人未踏の領域を突破するための研究開発を推進する光となる意思を込めました。

私たちは、がん免疫治療分野の最先端を切り拓くことにより、
一人ひとりが自らの力でがんを克服する世界を実現します。

経 営 理 念

2017年7月1日

新たな解明・鮮やかな方向性（BrightPath）が起点となり、さまざまなアイディアを
引きつけるとともに結びつけ（Connect）、次々とがん免疫治療薬を生み出していく
事業活動や企業の意思を、BrightPathの文字の最後に飛び出すエレメントで表現し
ました。

新社名

新ロゴマーク

社名変更予定日
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